
発
刊
に
当
た
っ
て
　（
公
社
）新
潟
県
農
林
公
社
林
政
部
長 
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川
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平
成
29
年
は
酉
年
、酉
と
は
ニ
ワ
ト
リ
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、夜
明
け
を
知
ら
せ
る
鳴
き
声

か
ら
、中
国
で
は
吉
兆
を
も
た
ら
す
動
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
酉
」の
字
に
は
も
と
も
と
果
実
が
熟
し
て
き
た
状
態
と
い
う
意
味
が
あ
り
、種
が
実
り
、

刈
り
取
る
時
期
、こ
れ
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ
る
時
期
と
し
て
、酉
年
は
商
売
繁
盛
に
し
て
収
穫

と
な
る
時
と
の
意
味
合
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
森
林
・
林
業
に
お
い
て
は
今
ま
さ
に
酉
年
、収
穫
の
時
を
迎
え
て
い
る
の
で
す
。

　
先
の
大
戦
で
は
戦
中
・
戦
後
を
通
し
て
大
量
の
森
林
伐
採
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、昭
和

20
年
代
に
入
る
と
台
風
等
の
豪
雨
に
よ
っ
て
、土
砂
崩
れ
や
洪
水
が
頻
繁
に
発
生
し
、各
地
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、国
を
挙
げ
た
国
土
緑
化
が
進
み
ま
し
た
。高
度
経
済
成
長
下

の
木
材
需
要
の
高
ま
り
と
木
材
価
格
の
上
昇
も
あ
っ
て
、ス
ギ
な
ど
の
針
葉
樹
の
造
林
が
急
速
に

広
が
り
、全
国
で
約
１
千
万
ha
、本
県
で
は
約
14
万
ha
の
人
工
林
が
造
成
さ
れ
、そ
の
多
く
は
間
伐

等
の
保
育
が
必
要
な
育
成
段
階
に
あ
る
も
の
の
、伐
採
し
て
木
材
と
し
て
利
用
可
能
と
な
る
概
ね

50
年
生
以
上
の
人
工
林
が
年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
種
を
ま
き（
植
栽
）、そ
れ
を
育
て
て（
下
刈
り
や
枝
打
ち
）い
た
時
代
は
殆
ど
の
作

業
が
人
力
で
し
た
の
で
、道
路
や
大
き
な
機
械
が
な
く
て
も
作
業
は
可
能
で
し
た
が
、木
を
伐
採

し
て
活
用
す
る
た
め
に
は
、道
の
整
備
や
伐
採
、運
搬
等
を
行
う
高
性
能
林
業
機
械
を
使
っ
た
作
業

が
主
体
と
な
っ
て
い
て
、木
材
の
有
利
販
売
や
コ
ス
ト
計
算
も
含
め
て
、以
前
の
林
業
作
業
と
は
様

変
わ
り
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、儲
か
る
林
業（「
儲
け
る
こ
と
が
で
き
る
」と
言
っ
た

方
が
正
解
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）が
実
現
し
て
い
く
時
代
に
入
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
当
県
の
素
材
生
産
量
は
全
国
的
に
見
れ
ば
低
位
で
あ
り
、素
材
生
産
に
携
わ
る
林
業
従
事
者
の

充
実
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
潟
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、林
業
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
が
無
く
て

も
、林
業
事
業
体
に
就
業
し
た
人
を
対
象
に
三
年
間
に
渡
り
林
業
に
必
要
な
知
識
や
資
格
、技
能

を
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
林
業
を
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
方
で
も
安
心
し
て
県
内
の
林
業
事
業
体
の
門
を
た
た

い
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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新潟県内地域別 森林・林業の特徴
新潟県は南北に広く、海・山・島と自然環境もさまざま。

だから、「新潟の森林・林業」とひとくくりにするのは難しい話です。
まずは地域別の特徴がどうなのかを見てみましょう！

The feature of Niigata

な ぜ 新 潟 県 で は ヒノキ を 植 えな い の？
ヒノキは、優良な木材がとれるため、
日本では古くから造林樹種として利
用されてきました。ただ、新潟県に
おいては、造林樹種として知られて
いるのはスギが主で、ヒノキは基本
的に植えられていません。これは、雪
により漏脂病と呼ばれる幹の病気を
発症するためです。雪の重みで生じ

中　越
豪雪地帯として知られる中越地域
は、県内4地域の中でもっとも広い
森林面積を有します。保安林の面
積も65,531haと非常に多く、天然
林は貴重で豊かな自然を形成し
ており、水源涵養（かんよう）や山
地災害防止などの公益的機能が
期待されます。魚沼地方ではきの
この生産活動も活発です。
■ 面積:501,957ha
■ 森林面積:民有林232,539ha＋
　 国有林104,783ha［計337,322ha］
■ 素材生産量:20,988㎥ 

佐　渡
日本海上に浮かぶ佐渡島。対馬
暖流の影響を受け、県の他地域
に比べると寒暖の差が小さく、特
に南西部は温暖な気候。天然生
のスギやヒノキアスナロ（アテ
ビ）が自生するなど、多様で貴重
な自然が残っており、観光資源に
もなっています。
■ 面積:85,561ha
■森林面積:民有林59,080ha＋
 　国有林1,800ha［計60,880ha］
■素材生産量:2,375㎥　

豊かな自然が多く、景勝地に恵まれている上越地域。妙高山麓が森林セラピー基地・ロード
に認定されるなど、森林の保健、レクリエーション的な活用が活発な地域です。一方で、地形
が脆弱であることなどから、国内でも有数の地すべり多発地帯と言われています。

■ 面積:216,568ha　■ 森林面積:民有林115,144ha＋ 国有林37,416ha［計152,560ha］
■ 素材生産量:9,041㎥　

0% 50% 100%

下越　　中越　　上越　　佐渡

面 積

森 林 面 積

素 材 生 産 量

下 越
エリア

エリア

エリア

上 越
エリア

中 越

佐 渡

た細かな傷から原因菌が侵入し、傷
口から樹脂を流出させます。ひどく
なると傷口周辺が壊死し、幹が変形
したり材がむき出しになったりしま
す。やがて木材腐朽菌が侵入し、材
の変色や腐れを引き起こすことで木
材としての利用価値がなくなってし
まうのです。

36.1%

35.7%

62.8% 24.1%

10.4%

2.7%

39.4% 17.8% 7.1%

39.9% 17.2% 6.8%

新潟県内民有林面積 樹種別割合

上　越

T o p i c s

下　越
北東部の岩船や東蒲原は、林業生
産活動が活発で、森林・林業が地
域の社会・経済に深くかかわって
いる地域。南部には、木材等林産
物の県内最大消費地である新潟
市があります。また、人工林の割
合が30.1%と比較的高いことも特
徴です。（県平均は24.4％）
■ 面積:454,321ha
■ 森林面積:民有林158,323ha＋
 　国有林147,515ha［計305,838ha］
■ 素材生産量:54,596㎥

参考：地域森林計画変更計画書（新潟県、平成29年1月10日公表）

森林データ 地域別割合

※素材とは、立木を伐採して枝葉を払い、用途に
合った長さに切り分けられた丸太のこと

民有林面積
565.086ha

スギ 22.9%
アカマツ 1.8%
クロマツ 0.3%

カラマツ 0.2%

その他針葉樹 0.4%

キリ 0.1%
ブナ 2.0%

その他広葉樹 61.0%

竹林 0.3%

伐採跡地  0.01%

草生地 10.9%

林
業
に
お
け
る「
酉
」年

01


